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第16回 新潟医療福祉学会学術集会

学生アスリートのセルフコンディショニン
グに対する意識と行動の実態 
 
 
柵木聖也 1)、熊崎昌 1)、中島郁子 1)、川又稜平 2） 
1) 新潟医療福祉大学 健康スポーツ学科 
2) （株）ワイズ・スポーツ＆エンターテイメント 
 
【背景・目的】近年の競技スポーツにおいては、コンディ

ショニングは競技成績に大きい影響を与えるものと認識

されており、アスリートおよびコーチ、スタッフはピーク

パフォーマンス発揮のために様々な手段を用いてコンデ

ィショニングを行っている。それらのうち、選手自身によ

るセルフコンディショニング（以下 SC）は、一連のコン

ディショニング行動の基盤をなす重要な要素であるとさ

れる 1)。アスリートが SC の重要性を認め、正しい方法に

よって遂行してゆくためには、多くの専門家によるコンデ

ィショニング教育が必要であると思われる。また、そこで

教育対象となるアスリートが SC をどのように意識し、ま

た実施しているかという点について把握することは、的確

なコンディショニング教育を実現するために有用である

と思われる。 
しかしながら、アスリートの SC に対する意識や行動の

実態について明らかにした報告は見られない。また、競技

特性がこれらに対してどのように影響を与えるのかとい

う点について言及した報告も見られない。 
そこで本研究では、学生アスリートを対象としてアンケ

ート調査を実施し、学生アスリートの SC に対する意識と

行動の実態を明らかにしつつ、競技特性がそれらに対して

どのような影響を与えるのかを検討することで、アスリー

トに対する効果的なコンディショニング教育を実現する

ための基礎的情報を得ることを目的とした。 
 
【方法】対象と方法：N 大学に在学する学生アスリート

276 名（男性 162 名、女性 112 名）を対象とし、集合自記

式質問紙調査を実施した。対象者は、個人競技（陸上競技・

水泳）群 95 名と団体競技群（バスケットボール・サッカ

ー・バレーボール・硬式野球）群 181 名に分類された。質

問紙は SC に対する意識に関する質問 25 問、SC に対す

る行動に関する質問 25 問の計 50 問で構成され、各質問

項目は SC で多用される手段のアイシング・ストレッチン

グ・筋力トレーニングに関する項目群に分類される。対象

者には各質問項目に対して 5 段階で回答させ、その結果を

スコア化した。 
分析方法：SC の各手段に対する意識および行動スコアに

ついて、個人競技群と団体競技群との間でマン･ホイット

ニ検定により比較した。有意水準は 5％とした。 
 
【結果】個人競技群と団体競技群を比較した結果、SC に

対する意識に関する質問では全ての SC 手段において両

群に有意な差は認められなかった。SC に対する行動に関

する質問では、ストレッチングおよび筋力トレーニングに

おいては個人競技群が団体競技群に比して有意に高いス

コアを示し、アイシングに関する質問においては個人競技

群が団体競技群に比してスコアが高い傾向を示した。 

 
【考察】今回対象とした学生アスリートの多くは体育･ス

ポーツ系の学科に所属しており、SC に関するスポーツ医

科学関連科目の学習を通じて SC の基礎的な知識を修得

しその重要性を認識していると思われるため、個人競技群

および団体競技群の間で SC 手段に対する意識スコアに

差が見られなかったものと思われる。しかしながら行動ス

コアの結果からは、個人競技群が団体競技群に比して積極

的に SC を実行していることが示唆された。これは、両群

の気質の違いによるものと思われる。 
Butt は、個人競技を専門とするアスリートには内向・

安定タイプが多く、団体競技を専門とするアスリートには

外向・安定タイプが多いことを報告している 2)。また

Eysenk は、内向性の人は外向性の人に比して各種の刺激

に対する中枢神経系の反応が鋭いと報告している 3)。今村

らによれば、個人競技者は常に自分に対して強い関心を持

ち、自らの身体能力の向上を優先的に考える傾向にあると

報告している 4)。これらより、個人競技を専門とするアス

リートは自己のコンディションの変化により敏感である

ことが推察され、コンディションを向上させるために SC
をより積極的に実施しているものと思われた。 
 
【結論】個人競技および団体競技を専門とする学生アスリ

ートに対して SC に関するアンケート調査を行ったとこ

ろ、SC に対する意識は両群で差異は認められなかったが、

SC の実施状況では個人競技群が団体競技群に比して高い

スコアを示した。これは、両群の気質の相違によるものと

示唆された。 
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意識 行動 意識 行動 意識 行動

個人競技 4.2±.91 3.9±1.06 4.1±1.03 4.1±1.01 4.1±1.01 3.8±1.13

団体競技 4.2±.90 3.8±1.11 4.1±1.05 3.9±1.00 4.2±.85 3.7±1.01

p値 0.91 0.06 0.86 0.00 0.39 0.00

ストレッチング 筋力トレーニングアイシング

表1　各SC手段別の意識および行動スコアの比較

新潟県内市町村における子宮頸がんり患の
地域集積性に関する記述疫学的研究-2007
年～2011 年のがん登録の結果から- 
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【背景・目的】人口動態統計から得た子宮がん死亡は、原

因が異なる頸がんと体がんの区別がなく、かつり患状況も

得られない。そこでり患状況を把握できる「新潟県がん登

録」を用いて県内市町村における子宮頸がんり患の地域集

積性を見ることにした。 
子宮頸がんのり患は増加し、発症のピークが以前は 40

歳代前半であったが近年は 30 歳代となり、併せて若年層

のり患数が増加していると言われている。子宮頸がんの原

因はヒトパピローマウィルス(HPV)であることがほぼ確

定しており、性交渉の経験がある女性であれば HPV に感

染する可能性が高くなり、初交の低年齢化や性的活動期で

ある年代の子宮頸がんり患が増加する要因と考えられて

いる。また、HPV 感染予防として有用な子宮頸がん予防

ワクチンが定期接種として予防接種法に定められている

が、近年その副作用について注目され、事実上休止されて

いる現状にある。り患の現状を把握するとともに地域集積

性を明らかにすることは、健診受診率の向上や、保健教育

の充実に役立つと考え、本研究を行うことにした。     
 

【方法】(1)標準化り患比(SIR)の算出 
新潟県がん登録から得た 2007 年から 2011 年までの 5 年

間の上皮内がんを含む子宮頸がんり患数を市町村別、5 歳

年齢階級別に把握した。がんのり患率や死亡率は年齢構成

の異なる集団間を比較する際には、年齢構成をそろえる必

要 が あ り 、 標 準 化 り 患 比 (Standardized Incidence 
Ratio :SIR)を求め期待り患数を算出した。期待り患数算定

のための基準人口は 2010 年の国勢調査結果を 5 倍し、市

町村の 5 歳階級別人口は 5 年間分の合計を用いた。 
(2)95%信頼区間(95%CI)の算出 
SIR の 95%信頼区間は、観察り患数がポアソン分布に近

似するとして計算し、地図の色分けを 95%CI 値で区分し、

SIR 値が有意に高い地域、有意差がない地域、有意に低い

地域の 3 区分とした。 
 
【結果】(1)年別子宮頸がんり患数の推移 

新潟県の年別、年齢群別、人口 10 万対子宮頸がんり患

数を図 1 に示した。20～40 歳代のり患数は年々増加し、

特に 30 歳代のり患数は 5 年間で約 2 倍となっていた。 
(2)市町村別子宮頸がん SIR 
 り患が 5 年間なかった粟島浦村を除く 29 市町村別の

SIR 値を「有意に高い」「有意差がない」「有意に低い」の

3 区分にしたものを図 2 に示した。出雲崎町 290.2(95%CI 
150.0-506.9) 、 五 泉 市 128.8(100.0-163.3) 、 長 岡 市

116.5(104.3-129.7)、新潟市 111.8(104.9-119.0)が有意に高

く、逆に糸魚川市 50.8(31.9-77.0)、胎内市 63.7(38.3-99.4)、
阿賀野市 65.4(48.3-86.4)、魚沼市、佐渡市、新発田市、村

上市、三条市では有意に低かった。市町村別 SIR を見る

と出雲崎町と長岡市、新潟市と五泉市が有意に高く、有意

ではないがそれに連なる加茂市 124.5(87.2-172.4)、田上

町 119.6(67.0-197.3)が高く地域集積性が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 1.新潟県の年別、年齢群別子宮頸がんり患数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 子宮頸がんの市町村別 SIR(2007 年～2011 年) 
 
【考察】 
 長岡市及び新潟市とその周辺市町で SIR が高いことが

分かったが、その理由として性的活動期である若い世代が

多いことが推測される。逆に糸魚川市のように有意に低い

原因を知るまでには至らなかった。 
 

【結論】新潟市や長岡市などの都市部を中心に子宮頸がん

り患が高い地域があり、これらの要因について解析する必

要があると考えた。 
(倫理的配慮) 本研究は新潟医療福祉大学倫理委員会の

承認を得て進めた。(承認番号 17637-160106) 
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